
ご
み
は
収
集
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
指
定
の
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
量
や
台
風
、
大
雪
な
ど
で
収
集
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１
世
帯
か
ら
出
す
ご
み
は
、
１
日
５
袋
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
は
５
束
以
内
で
す
（
６
袋
、
６
束
以
上
は
、
宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み
）。

蛍
光
管
（
蛍
光
灯
）
は
、
役
場
各
庁
舎
や
公
民
館
な
ど
の
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●●●●

認知症基本法では、認知症になっても、その人が「自分で決める」ことを大切にしましょう
という考え方が、とても大事にされています。

����� �

・
・
・
こうした日常のことは、本人が選べるよう
に手助けをするという考え方です。

����� �

・
・
・
など、その人の意思が出せるように周りが
工夫することが大切です。

認知症になると、急に答えられなかったり、
言葉でうまく伝えられなかったりします。
そのため、

����� �

・
・
・
から、その人が本当に望んでいることを読
み取るようにします。

����� �

よかれと思って全部決めてしまうのではな
く、本人の気持ちを中心に考えることが法
律でも求められています。

����� �

認知症になっても、地域の行事に参加した
り、自分の思いを話したりする機会がある
ことが大切です。
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